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新校舎の2025年春の竣工に向けて、
安全祈願祭を挙行しました

＜新校舎  完成予想図＞

2023年11月10日（金）9時30分から、新校舎の安全祈願祭（起工式）が執り行われました。
建築予定地である2号館、3号館跡地に設置された大型テントの中には祭壇が設えられ、本学教職員、設計事務所、施工業者の関係者等、約30名

が用意された椅子に着席しました。斎主は宗忠神社の宮司が務められ、安全祈願祭は、開式ノ辞の後、斎主参進、修祓（けがれを祓い清めること）、
拝礼、献饌（神前にお供えをすること）、祝詞奏上と、粛々と進められました。未明から降り続いていた雨も、四方祓ノ儀の折にはやんでいました。
　鍬入れノ儀では、刈初ノ儀を株式会社木村設計代表取締役の髙田聖次さん、穿初ノ儀を本学学長の井尻昭夫が、堀初ノ儀を蜂谷工業株式会社取
締役社長の蜂谷泰祐さんが、それぞれ務めました。
　その後、玉串奉奠、鎮物（土地の神をしずめるため地中に埋めるもの）授下、撤饌（供え物を下げること）、乾杯、斎主退下が行われ、閉式ノ辞
となりました。
安全祈願祭の後には、学長の井尻昭夫から「1965年の開学から少しずつキャンパスの整備を行ってきた。記念すべき60周年には若者たちを新

しい校舎でお迎えしたい。かつてない新しいコンセプトの建物で、新しい人材を育成していきたい」との挨拶がありました。
　当日は多くの報道陣が詰めかけ、安全祈願祭の様子を撮影し、関係者へ新しい校舎の特徴やそれに込めた思いをインタビューしていました。安
全祈願祭の様子はお昼のニュースや夕方のニュースで放送されました。また、翌日の山陽新聞紙面でも詳しく紹介されました。 （総務企画課）



児2023」（主催：東児商店会）に参加しま�
した。
　学生が東児地区の地域資源（番田芋）のブ
ランディング事業に携わっているという、活動
の経緯や今後の展開をまとめたパネルを展
示し、ステージで10分程度のPRを行い発信
しました。同時に商品開発を進める「番田芋
どら焼き（仮称）」のテストマーケティングを
行いました。アンケートで得られたデータを
分析し、商品改良を重ねる予定です。�

（産学官連携センター）

Topic 3
■　竹灯籠づくりワークショップ

2023.11.5

　真庭市社地区では、社地域振興協議会が
地域資源を生かした活性化の取り組みを
行っています。本学は、2017年から学生や
教職員が活動に協力していて、その一環とし
て2023年11月5日に竹灯籠づくりワーク
ショップが実施されました。この活動は地域
内の竹林を整備した際の竹を灯籠に加工す
るもので、竹灯籠は大晦日の「社の竹あかり」
というイベントで点灯され、佐波良（さわら）・
刑部（かたべ）神社の大杉を美しく照らしま
す。ワークショップ当日は、教職員3名と学生
4名が参加し、地元の方々と協力して作業を
進めました。竹灯籠作りは、切り出した竹にデ
ザインが施されたシールを貼り付け、シール
の丸印の大きさに合わせて電動ドリルで穴を
開けるという工程で進められます。この穴開
け作業が大変で、学生は慣れない電動ドリル
の扱いに苦戦しながらも、地元の方の教えも
あって次第に操作に慣れていき、次々と竹灯
籠を完成させていきました。完成した竹灯籠
の内側に照明を入れて点灯した時には学生
から歓声が上がり、充実感を味わう瞬間とな
りました。このように地域活性化の取り組み
に自らが関わるという経験は、学生にとって
普段の大学生活では得られない貴重な機会
となりました。�（経営学部�准教授�大石貴之）

Topic 4
■　香川県三木町小蓑（こみの）地区での
 　農泊モニターツアーについて

2023.11.15 -16

　農林水産省
との包括連携
協定に基づく
農泊事業に
ついて、JTB
岡山支店及
び下電観光
バスが実施する「香川県三木町小蓑地区農
泊モニターツアー」のため、11月15日(水)、
16日(木)に学生6名を派遣しました。派遣
学生については、今後のインバウンドに備え�
たいとの要望により、韓国からの留学生2名
と日本人学生4名の計6名で構成しました。
ツアー内容は、薪割・かまど炊爨体験、こみの
里山ウォーキング（野菜収穫、ヤギの餌やり
体験、寺での写経等）、猪肉を使用したジビエ
ハンバーグ調理、使用済み米袋を使用したエ
コバッグ作り体験を行いました。
　意見交換会では、小蓑農泊推進協議会から
「10年ほど前には、人口が250人いたこの
地域が、現在では126人、10年後にはどう
なっているか。活気をつけて一度訪れた人が
また来たいと思える地域にしたい」「頑張っ
ていくために3年前に宿泊施設やカフェを立

Topic 1
■　模擬裁判を実施しました

2023.10.15

　10月15日の大学祭の日にあわせ、模擬
裁判を実施しました。2023年のテーマは特
殊詐欺でした。いわゆる受け子とかけ子の間
に入った仲介役のような人物を被告人にし
て、詐欺罪の故意の認定と共犯の成否を争点
としました。特殊詐欺によって生じる被害自
体ももちろん問題ですが、最近は高額報酬に
つられて安易に受け子等のバイトに応募して
しまい、若い人が加害者の側として巻き込ま
れてしまうことも大きな問題となっています。
そのような問題も取り入れて、学生には脚本
を作ってもらいました。また脚本作成は、新型
コロナ感染防止に基づく制限が撤廃されて
まもなくの時期から開始しましたので、マス
クの着用や、旅行の制限などのネタも盛り込
み、コロナ禍の記憶を残す脚本となりました。
　「詐欺」も「共犯」も、刑法上難解とされる分
野で、聴講する学生さんには難しい内容だっ
たかと思いますが、100名近くの学生さんが
熱心に聴講し、グループワークにおいて議論
を戦わせてくれました。事後の感想では、「気
がつかないうちに詐欺に加担していたという
事が自分にも起こる可能性があると思い、気
をつけようと思った」「昨年も参加したが、昨
年より知識もつき、より深い話合いが出来て
より冷静に判断ができるようになったと思う」
「本物さながらのような裁判で緊張した」等
の声が聞かれました。
� （法学部�准教授�加藤摩耶）

Topic 2
■　ふれあいフェスティバル
 　in東児

2024.11.4

　商学科西春奈助
教による玉野市番
田地区でのフィー
ルドスタディ「玉野
市番田地区特産
の番田芋を活用し
た新商品開発プロ
ジェクト」について、本年度から「株式会社な�
かや宗義」、「小倉産業株式会社」等の協力を�
得て同地区で栽培したさつま芋である番
田芋を使用した商品（お土産ブランド）開発
を実施しています。5月に「ばんだ農園」に
於いて商学科西春奈ゼミの学生１3名が
原材料となるさつま芋の植え付け作業を
行い、秋に収穫を行いました。そのフィー
ルドスタディの一環で、11月4日(土)に
開催された「ふれあいフェスティバルin東

ち上げたが、その時期にコロナがはやってし
まい腰を折られた形となってしまった。若い
皆さんの意見を取り入れ活気づけたい」と
述べ、学生からは、「小蓑地区を検索する際
に、小蓑を漢字変換してもスムーズに出ない
ため、平仮名で検索し直しても出てこない。
SEO対策として『こみの』を広めて検索エン
ジンに引っ掛かりやすくした方が良い」や「学
生は、旅行先を決める際にInstagramのタ
グ発信やAirbnbから探すことが多いので発
信力を高めてほしい」などの意見がありまし
た。協議会からの「外国人宿泊希望者に対し
ての対応方法が分からない」との質問に対し、
「外国人旅行者は、言語が通じないことに慣
れているためGoogle翻訳等を使用し、旅行
者側自らが対応するからさほど気にしなくて
よい。」と提案を行いました。
　1月15日(月)に学内にて事後研修会を行
い今年度の事業を終了しました。
� （産学官連携センター）

Topic 5
■　「キッズビジネスパーク2023」に
 　おける学生のボランティア活動

2023.11.23

　2023年11月23日に「キッズビジネス
パーク2023～岡山でみつける、わたしの未
来～」が環太平洋大学にて開催されました。
一般社団法人教育ソリューション研究協議会
を主催とした新たな体制で、新型コロナウイ
ルス感染症拡大以来、実に4年ぶりの開催と
なります。
　これは小学3年生～6年生を対象とした就
業体験イベントで、労働をすることで専用通
貨「ピーチ」を取得し、空き時間にはこれを使
用して買い物（消費活動）を行うことができる
というものです。参加児童272名、出店企業
26社／団体という規模で、本学からも15名
の学生がボランティアスタッフとして参加し
ました。
　今回は、「学生の成長」という視点を強く取
り入れ、学生達は企画段階からミーティング
に参加することになりました。イベントの目
的を達成した上で、参加者の満足度を高める
には何をすべきか、何が必要かを考え、それ
を実行するという一連のプロセスを経験する
ことができたのではないかと思います。特に
「実行する」という要素があったことにより、
予算や設備などを考慮した実行可能性とい
う視点を養えたことは貴重な経験だったとい
えるでしょう。また、他大学の学生も参加する
中で、本学の学生がリーダーシップを取って
活動の中心となっていた姿には頼もしさを感
じました。
� （社会総合研究所�次長�吉良友人）

Topic 6
■　総社市インターンシップ政策提言

2023.11.29

　総社市インター
ンシップ成果報
告会が11月29日
（水）に総社市総
合福祉センターに
て行われました。総
社市とのインター
ンシップは2020年度の包括協定の締結か
らスタートし、4年目となる今年度は、公務員
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を目指す学生5名が参加し、そのうち4名が
政策提言に臨みました。
　提言に先立ち、三好産学官連携センター�
長から「毎年、インターンシップ生をお受け入
れ下さり、また丁寧な指導をしていただき誠
にありがとうございます。学生の皆さんは、指
導いただいた恩返しとして受け取ったものを
精いっぱい、政策提言としてお返しできるよう
頑張ってください」と挨拶がありました。
　実習生の清水真梨（経営学科3年）は「イン
ターンシップでは、市内の様々な施設を見学
し、どのようにしたら市民の方に活用いただ
けるかを考えました。また卓球教室にも参加
させていただき市民の方々と直接触れ合え
貴重な経験をさせていただきました」とイン
ターンシップを振り返り政策提言へ移りまし
た。学生からは「市民向けスマホ教室」や「高
齢者向け防災教室」、「雪舟生誕地公園の活
用法」など様々な提言がありました。
　片岡市長から「政策を実行するには、多数
決で可否を問うわけです、本来なら事前に予
測をして反対4割程度、賛成6割以上ならば
進めていくことが多いです。しかし、時として
反対が多いが、その反対派を押しのけてでも
進めていく政策もあります。それはなぜかと
いうと、その政策の奥にいる市民の方々に対
して「愛」や「情熱」を持って魂を込めて市民
の方々を幸せにできる政策ならば信念を持っ
て突き進めていきます。皆さんも、今回の経
験を活かし、今後の人生において自分の思い
に信念を持ち、魂を込めて、誰を幸せにした
いかを日々考えながら、様々な場所、場面で
頑張っていただきたい」との総括の言葉をい
ただきました。
　その後、修了証を交付され成果報告会は
終了しました。
� （産学官連携センター）

Topic 7
■　「締めくくりの季節・・・最終講義に寄せて」

2024.1.10

　2024年3月に退
任いたします、法
学部の九鬼一人で
す。そのセレモニー
として、2024年1
月10日三限目に、
772教室で、「公共
の倫理学」最終講義を行いました。「ポーラン
ドの空から降る声」と題して、強制収容所と倫
理の問題を扱いました。本来なら学問的総括
として、「非帰結主義と新カント学派」を講義
すべきだったかもしれません。しかし、学問以
前的なこだわりを優先させました。学生諸君
には、さぞ精神的負担がかかったものと後悔
しています。また、いつもながらの「九鬼的」？
な振る舞いによって、関係各位にはご迷惑を
かけました。改めてお詫び申し上げます。
　ここで教育人生の、一応の締めくくりを迎
えましたが、今後も学究生活は継続してゆく
つもりです。最終講義でも取り上げた、「思い
切りの悪い決断」については、宮沢賢治の晩
年の処し方を題材にして、非帰結主義研究の
応用として展開するつもりです。また最終講
義で取り上げた樹村みのりについては、代表
作「海辺のカイン」の考察が残っています。と
いう次第で、後ろ髪を引かれる思いではあり
ますが、学窓を去ることにいたします。ここに

至るまで学びを支援して下さった、学長先生、
諸先生、並びに職員の方々、どうもありがとう
ございました。
� （法学部�教授�九鬼一人）

Topic 8
■　つぼみ主催犯罪被害者遺族
 　講演会を開催しました

2024.1.17

　1月17日(水)、第
6回犯罪被害者支
援部つぼみ遺族講
演会を開催しまし
た。今回は講師とし
て、2019年にも
本学に来て下さっ
た武るり子さんをお招きし、「被害者になるっ
てどんなこと～少年犯罪で息子を奪われた
母親の想い～」というテーマでご講演を賜り
ました。武さんの息子さんは、平成8年に少
年達の一方的な暴力により、16歳という若
さで亡くなりました。近年犯罪被害者支援施
策は、京都アニメーション事件や北新地ビル
放火事件の影響もあり、拡充の動きがあり
ましたので、講演に先立ち、つぼみの学生が
「犯罪被害者支援の変遷と今後の展望」と題
して若干の発表をしました。岡山県内の各自
治体の被害者支援の施策なども紹介し、自治
体間格差の状況も踏まえながら、今後国によ
る支援拡充へ向けて期待されるところを発表
しました。ご講演では、事件当時の被害者支
援の不十分さや無理解、マスコミの不正確な
報道に苦しめられたご経験から、自分で正し
い情報を見極めることや、ルールを守りなが
ら、自分の権利を主張し続けることの大切さ
を訴えられました。また、大学生の活動に勇
気づけられているとお話しくださいました。
　なお、講演会の開催に合わせて、古本を
寄付しその売却代金を犯罪被害に遭われた
方々への支援活動に役立てるホンデリングプ
ロジェクトのために古本回収も実施しました。
� （法学部�准教授�加藤摩耶）

Topic 9
■　京山地区ESD・SDGsフェスティバル
 　に参加して

2024.1.27-28

　2024年1月27
日(土)に岡山市立
京山公民館にて開
催された、「京山地
区ESD・SDGsフェ
スティバル」参加
しました。「京山か
ら実践！ＳＤＧｓでつながる未来」を今年度の
テーマとして、同地区のこども園から大学、
企業及びNPO等、様々な団体がフェスティバ
ルを盛り上げました。本学からは、ネパールか
らの留学生が「Song＆Dance」にてネパー
ルのダンスを披露。犯罪被害者支援部「つぼ
み」が「カムカムトーク～SDＧｓ交流会～」へ
出演。三好ゼミ４年生有志が物品販売ブース
にて、五果苑「越冬ぶどう」を使用したぶどう
飴等の販売と、3つのグループが参加しまし
た。
　ネパール留学生のダンスは大変好評で、実

行委員長の池田氏から「参加者の方々が大
変喜んでいた。来年度以降も継続して参加し
て欲しい。また、夏には京山地区の盆踊りな
どの祭りもあるので、そこへも皆さんで遊び
に来て欲しい。」との言葉をいただきました。
� （産学官連携センター）

Topic10
■　社会総合研究所後援会
 　役員会を開催

2024.2.27

　2024年2月27日、社会総合研究所後援
会役員会を岡山プラザホテルにて開催いた
しました。後援会理事のみなさまをお招きし
て現況と今後の展望についての報告を行い、
理事のみなさまからは貴重なご意見を賜りま
した。
　「デザインという視点」を持つべきである
というご意見や昔とは状況が変わってきてい
るのでそれに応じた変化が必要であるという
ご意見、学生発信で岡山商科大学の良さをア
ピールすることが重要であるというご意見が
あり、今の時代にマッチした「岡山商科大学な
らでは」を考える必要があると感じました。
　また、DSLプログラムについて、データ分
析ができる人材を企業で育てるのは時間が
かかるので、プログラムの修了をもっと周知
していけば企業に対するアピールにもなる
のではないかというご助言もいただきまし
た。さらに、地域においてネットワークの数と
太さが大切であり、フィールドスタディをこれ
からも続けていって欲しいけれど失敗もつき
ものなので、自分達の経験を参考にして欲し
い、協力は惜しまないという有難いお言葉も
いただきました。
　今回も第一線でご活躍中のみなさまから
貴重な生の声をお聴きすることができました
ので、社会総合研究所もこれらにしっかりと
向き合っていく所存でございます。
� （社会総合研究所�次長�吉良友人）

Topic11
■　2023年度学生懸賞論文について
　2023年度の学会主催学生懸賞論文に4編
の応募があり、本学教員の査読に基づく厳正
な審査の結果、以下の賞に決定いたしました。

（学会運営委員会）

【地域振興に関する事柄の部】

佳作

アニメ聖地の成立とその展開～
アニメ「からかい上⼿の高木さ
ん」を利用した香川県小⾖郡土
庄町の旅客誘致に関する研究～

経済学部・
4年・

寒川吏久⽃

プロスポーツチームが地域経済
に与える影響～ファジアーノ岡
山がＪ１に昇格した際の経済効
果の簡易試算～

経済学部・
4年・
海透祐也

【自由論題の部】

佳作 ホームセンターの海外進出が株
価へ与える影響に関する分析

経済学部・
4年・

横山那伊磨

努力賞
全国の労働時間＆賃金と労働生
産性の関係性について～コロナ
前とコロナ後の比較～

経済学部・
４年・
三木康平
経済学部・
４年・
佐藤克己
経済学部・
４年・
岸良哉

3
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経済学の視点から見る学習インセンティブの設計
経済学部 経済学科 准教授　熊代 和樹

　経済学の基本的な用語に、「インセンティブ（incentive）」という概念があります。この言葉は日本語では「誘因」と訳され、「人々に
何らかの行動を促す要因」を指します（N・グレゴリー・マンキュー著，足立他訳，『マンキュー入門経済学第2版』，東洋経済新報社）。例
えば、プロスポーツで採用されるインセンティブ契約は、成績に対して報酬を提供することで選手の努力を奨励しています。また、交通違
反に対する反則金は罰を通じてドライバーの安全運転を促進します。
　大学教員が考慮すべきインセンティブ設計として、如何に学生の学習努力を引き出すかという問題があります。金銭的な報酬や罰は利用
できませんので、成績評価を通じて学生にインセンティブを提供することになります。しかしながら、学生の努力を直接観察することは難
しく、レポート課題やペーパーテストなどを通じて間接的に評価することが一般的です。勉学のインセンティブを与えるためには、しっか
り勉強した学生だけが高得点を取れる問題を出題すれば良いと思われるかもしれませんが、努力の量と結果が必ずしも一致しないリスクが
存在することが問題となります。
　このような状況において、「リスク分担」というアプローチが重要です。リスク分担は、結果に関するリスクを学生全て負わせるのでは
なく、教員が一部を引き受けるという考え方です。例えば、成績評価を期末試験の一回のみで行うのではなく、日々の提出物や授業に対す
るコメントなど、複数の評価軸を設けることが考えられます。経済学の一分野である契約理論では、このリスク分担が不十分であれば、学
生が授業を履修しなくなる可能性があることが知られており，学生の学習機会を狭めることにつながります。
　一教員としては、学生の学習促進に注力する一方で、学生の視点での授業設計も大切だと感じる今日この頃です。

玉野市フィールドスタディ 
番田芋プロジェクトの進捗報告（２）
「番田芋フロランタン」がグランプリを受賞

　10月26日、岡山商科大学同窓会と岡山商科大学学会の共催
で株式会社KUBOXT代表取締役社長久保満氏によるご講演「夢
の叶え方、見つけ方～物流業の現状から話す未来を拓くための自
分の磨き方～」が行われました。今回の講演会は対面形式で実施
され、学生、教職員、同窓会で200名以上の参加がありました。
　講演会では、「広島大仏里帰りプロジェクト」を事例として
KUBOXTの理念である「ALL IN」に関するお話、就職活動に対す
る心の持ち方、物流業の現状など、企業経営に関するお話や学生
がこれからの人生で必要になるであろう考え方につながるメッセ
ージを多数いただきました。
　講演会中盤では、本来の仕事の意味は「仕事を必要とする相手のためにすること」で
あると指摘され、これから就職活動を行う学生に対して、働くとは「人のためになる仕事を
すること」、つまり、「会社が求める目標や企業理念に沿って自分の能力を生かすこと」
であると述べられました。また、物流業の現状として、2024年問題や物流業の利益率
の低さ、それに対するKUBOXTの取り組みなどを具体的な事例を用いて説明され、聴
講者は関心を持って聞いていました。
　最後に久保満社長は、これから就職活動を行う学生に対して「物事には必ず基本があ
る。基本を守れ。何事にも尽くせ。そして、仕事は世のため、人のため、利をもって利とな
さず、切磋琢磨する。」というアドバイスを送り、講演会は盛会のうちに終了しました。

   　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 （経営学部 教授 内田浩徳）

学術講演会『夢の叶え方、見つけ方
～物流業の現状から話す未来を拓くための自分の磨き方～』

　真庭市北房地区は、ホタルの名所として広く知られています。北房地区ではホタルの保護
活動を通じた環境保護活動や環境教育が長年行われていることから、ホタルの保護活動を行
う拠点づくりが計画され、2022年6月に（公財）日本財団の支援により「里山里海交流館し
んぴお」がオープンしました。
　里山里海交流館しんぴおを運営する（一社）北房観光協会から、外国人旅行者や視察団が
施設を訪れることがあり、ホタルの保護活動を紹介するプロモーションビデオのナレーショ
ンを多言語化してほしいとの相談が、包括協定を結ぶ本学に寄せられました。
　2023年9月5日（火）に三好産学官連携センター長と、多言語化を担当する経営学部の松
浦教授（英語担当）、黎教授（中国語担当）、徐准教授（韓国語担当）が北房地区を訪れ、
（一社）北房観光協会の坂本事務局長から、ホタルの保護活動や北房地区の自然や歴史につ
いて説明を受け、委託事業として多言語化に着手することになりました。
　9月から11月にかけて担当教員が翻訳作業を行い、11月24日（金）、本学留学生の中から
選ばれたヤスミビヤンカヴィジェラッヌさん（スリランカ出身、英語担当）、劉楽楽さん（中国出身、中国語担当）と教員が里海交流館しん
ぴおを訪れ、ナレーションの録音を行いました。また、12月12日（火）には坂本事務局長が本学を訪れ、金ダエさん（韓国出身、韓国語担
当）の録音を行いました。どの留学生も最初は緊張した面持ちでしたが、収録が始まるととても聞き取りやすい発音で原稿を読み上げ、無事
にナレーションを吹き込むことができました。
　プロモーションビデオが完了した後は、北房地区の自然や歴史を体験できる名所を巡る“北房神秘ツアー”のガイド原稿についても多言語
化を依頼され、翻訳作業を行っているところです。

（産学官連携センター）

真庭市北房でプロモーションビデオを多言語化。

　法学部名誉教授の青井秀夫先生が令和5年
秋の叙勲で瑞宝中授章を受章されました。青
井先生は東北大学を退官された後、2006年
4月から法学部教授として、教育研究活動に
従事され、本学の発展に大きく寄与されまし
た。専門は法哲学でした。
　また、本学陸上競技部を長きにわたり指導
された経営学部名誉教授の岩橋邦彦先生が、
公益財団法人日本陸上競技連盟から「秩父宮
章」を授与されました。秩父宮章は陸上競技
の発展・普及・人材育成などに尽力した団体
や個人に授与される名誉ある章で、岩橋先生
は一般財団法人岡山陸上競技協会の副会長と
して、岡山県の陸上競技の発展に大いに貢献
をされました。

（総務企画課）

青井秀夫名誉教授、
瑞宝中授章受章
岩橋邦彦名誉教授、
秩父宮章受章

　本年度より、なかや宗義（玉野市）や小倉産業（岡山市）、大江紙器
（岡山市）、ばんだ農園（玉野市）ら地元企業および農家と本学が連携
し、番田芋プロジェクトを進めています。23年9月以降も引き続き、番
田芋のブランディングを目標に、市場調査、新商品開発、プロモーショ
ン活動などを展開しました。
　特筆すべきは、学生がコンセプト開発した「番田芋フロランタン」で
す。本商品は番田芋の知名度向上と需要の創造、そして玉野市を代表
するお土産品を目指して開発されました。連携企業と商品化に向けて
改良を重ね、出品した「地域を届ける。第3回せとうちおみやげグラン
プリ」ではグランプリを受賞しました。24年6月1日から、JR岡山駅か
ら下関駅までのおみやげ街道12店舗で販売される予定です。
　その他、玉野市東児商店会から依頼を受けて、「ふれあいフェスティ
バル in 東児 2023」（11月4日開催）に出店しました。新商品のテス
トマーケティングと番田芋に関するアンケート調査を行い、地域住民
から有益なデータを得ることができました。10月から11月にかけて
は、ばんだ農園で芋掘りと選別作業を体験し、生産現場の課題にも触
れました。
　現在、学生たちは調査結果の分析を踏まえて、番田芋のブランド化
に向けた課題を整理しています。また、芋焼酎のラベル刷新にもアイ
デアを出し、今後、発売に向けて容器の選定等を行う予定です。

 （経営学部 助教 西 春奈）

2023.4.1～

第58回商大祭

石の島“北木島（笠岡市）”で観光商品モニターツアー参加
　昨年度から農泊事業で協働する北木島活性化プロジェクト協議会
が、観光庁の事業として実施する「観光商品開発モニターツア―」へ
参加協力依頼があり、学生4名を派遣しました。インバウンドに備えた
いと同会からの要望により、中国からの留学生4名で構成しました。
　9月3日(日)のツアーでは、同日に開催されていたイベント「北木島
ご島地フェスタ」の中で、丁場湖湖上ステージを会場としての「AI
ファッションショー」が開催され、本学留学生4名と北木島の一般市民
3名が出演しました。その後は、島内で過去に営業していた「光劇場」、

北木島において古くから
花崗岩を産出し、現在も
高品質な石を求め採掘が
続き高さ60ｍにもなる
絶壁を見学できる「石切
展望台」、中国の桂林のよ
うな絶景を楽しめる「北木
島の桂林」とされる今岡

丁場跡、訪れた時間帯の水位や日光の光の加減でその姿を変える「北
木島のベニス」とされる千ノ浜の護岸景観等を回り、船で北木島沖の
牡蠣筏へ向かい、北木島勇和水産（北木島活性化プロジェクト協議
会）・藤井和平氏から喜多輝牡蠣ブランドの説明を受け、牡蠣の引き上
げ収穫を見学し、殻付き生牡蠣の試食を行いました(県内において殻
付き生食は北木島のみ可）。10月7日(土)のツアーでは、夜に白石島
で開催された「アイエスツール花火大会in白石島」を見学するため、船
で白石島沖へ移動し船上から花火を見学しました。
　参加した留学生からは、「海のない場所で育ったため、綺麗な景色が
見られて良かった。北木島のベニスの海のグラデーションが美しい。魚
釣りも体験したい」や「展望台は高くて怖かったが、貴重な景色をみ
た。AIファッションショーのモデルは、モデルの解析デバイスがすご
かった。モデルとして歩けて緊張したが楽しかった。」、「船上から花火
を見たのは初めてで感動した」などの感想が聞かれました。
　12月20日(水)に学内にてクロージング会を行い今年度の事業を
終了しました。　　　　　　　　　　　　　  （産学官連携センター）

　2023年10月14日（土）、15日（日）の2日間、第58回商大祭が開
催されました。
　今年度のテーマは『前途洋々』
　自分の新たな可能性を見つける感動や未来を想像すること、新しい
ことに挑戦していくという晴れ晴れとした気持ちが込められています。
　新たな試みとして、今後30年以内に高い確率で発生すると言われ
ている南海トラフ地震への防災意識向上を目的とした、防災関連展示
を「自衛隊」、「岡山市消防局」の協力のもと開催しました。地震体験車
による地震体験や非常食の試食、自助を
中心とした非常時への備えを体験型学習
で多くの地域の皆様に体験いただき大変
好評でした。
　2日目の15日（日）には、今をトキメク
俳優『萩原利久』トークショーが開催され、
前売りのチケットが完売であったことか
ら、当日もたくさんの方に来場いただき会
場は熱気で溢れ、学生主体の趣向を凝ら

した模擬店やステージイベントは賑わいを見せていました。
　２日間という限られた時間ではありましたが、普段の講義では味わ
うことのできない貴重な経験をさせていただいたことに大変感謝して
おります。
　最後になりましたが、第58回商大祭開催に伴いご協力いただいた
学生、教職員の皆さま、そしてご来場いただいた皆さま、本当にありが
とうございました。

（大学祭実行本部）

2023.9.3,10.7,12.20

五果苑「奇跡の越冬ぶどう」を
活用した商品開発

　果物農園五果苑（岡山市北区芳賀）を経営する本学卒業生市川
俊美氏から、開発した特殊な冷蔵熟成技術により翌年の春先まで
生のままで出荷できるという「奇跡の越冬ぶどう（商標登録）」を用
いた協働案件が持ち込まれ、そのぶどうを使った食品を売るとい
うプロジェクトが始まりました。主体は経営学部商学科三好ゼミ4
年生有志6名で、学生たちはこのぶどうをどう使えばよいのかとい
ろいろと試行錯誤、改良を重ねて、出来あがった食品が、串に刺し
たぶどうに豚バラ肉を巻き付け焼いた「肉巻きぶどう」と、砂糖を
コーティングした「ぶどう飴」です。肉巻きぶどうは、一見ミスマッチ
なような感じもしますが、肉とフルーツは相性がよく、肉の味にぶ
どうの甘みが加わり絶妙なバランスでおいしく仕上がっていまし
た。学生たちはこれら2つの商品を、2023年12月24，25日に連
携している真庭市北房地区のクリスマスイルミネーションイベン
ト、2024年1月27日京山公民館ESDフェスティバル（岡山市）、

2月4日北房ぶり市（真庭市）で
販売しました。今後はレシピを
下級生に受け継がせ、これら商
品の販売を継続していくと同
時に、五果苑との協働をさらに
発展できたらと考えています。  
（経営学部 教授 三好 宏）

2023.12.24-25,2024.1.27,2024.2.4

2023.10.26

吹奏楽部 模擬店・出し物 BINGO大会
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　講演会中盤では、本来の仕事の意味は「仕事を必要とする相手のためにすること」で
あると指摘され、これから就職活動を行う学生に対して、働くとは「人のためになる仕事を
すること」、つまり、「会社が求める目標や企業理念に沿って自分の能力を生かすこと」
であると述べられました。また、物流業の現状として、2024年問題や物流業の利益率
の低さ、それに対するKUBOXTの取り組みなどを具体的な事例を用いて説明され、聴
講者は関心を持って聞いていました。
　最後に久保満社長は、これから就職活動を行う学生に対して「物事には必ず基本があ
る。基本を守れ。何事にも尽くせ。そして、仕事は世のため、人のため、利をもって利とな
さず、切磋琢磨する。」というアドバイスを送り、講演会は盛会のうちに終了しました。

   　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 （経営学部 教授 内田浩徳）

学術講演会『夢の叶え方、見つけ方
～物流業の現状から話す未来を拓くための自分の磨き方～』

　真庭市北房地区は、ホタルの名所として広く知られています。北房地区ではホタルの保護
活動を通じた環境保護活動や環境教育が長年行われていることから、ホタルの保護活動を行
う拠点づくりが計画され、2022年6月に（公財）日本財団の支援により「里山里海交流館し
んぴお」がオープンしました。
　里山里海交流館しんぴおを運営する（一社）北房観光協会から、外国人旅行者や視察団が
施設を訪れることがあり、ホタルの保護活動を紹介するプロモーションビデオのナレーショ
ンを多言語化してほしいとの相談が、包括協定を結ぶ本学に寄せられました。
　2023年9月5日（火）に三好産学官連携センター長と、多言語化を担当する経営学部の松
浦教授（英語担当）、黎教授（中国語担当）、徐准教授（韓国語担当）が北房地区を訪れ、
（一社）北房観光協会の坂本事務局長から、ホタルの保護活動や北房地区の自然や歴史につ
いて説明を受け、委託事業として多言語化に着手することになりました。
　9月から11月にかけて担当教員が翻訳作業を行い、11月24日（金）、本学留学生の中から
選ばれたヤスミビヤンカヴィジェラッヌさん（スリランカ出身、英語担当）、劉楽楽さん（中国出身、中国語担当）と教員が里海交流館しん
ぴおを訪れ、ナレーションの録音を行いました。また、12月12日（火）には坂本事務局長が本学を訪れ、金ダエさん（韓国出身、韓国語担
当）の録音を行いました。どの留学生も最初は緊張した面持ちでしたが、収録が始まるととても聞き取りやすい発音で原稿を読み上げ、無事
にナレーションを吹き込むことができました。
　プロモーションビデオが完了した後は、北房地区の自然や歴史を体験できる名所を巡る“北房神秘ツアー”のガイド原稿についても多言語
化を依頼され、翻訳作業を行っているところです。

（産学官連携センター）

真庭市北房でプロモーションビデオを多言語化。

　法学部名誉教授の青井秀夫先生が令和5年
秋の叙勲で瑞宝中授章を受章されました。青
井先生は東北大学を退官された後、2006年
4月から法学部教授として、教育研究活動に
従事され、本学の発展に大きく寄与されまし
た。専門は法哲学でした。
　また、本学陸上競技部を長きにわたり指導
された経営学部名誉教授の岩橋邦彦先生が、
公益財団法人日本陸上競技連盟から「秩父宮
章」を授与されました。秩父宮章は陸上競技
の発展・普及・人材育成などに尽力した団体
や個人に授与される名誉ある章で、岩橋先生
は一般財団法人岡山陸上競技協会の副会長と
して、岡山県の陸上競技の発展に大いに貢献
をされました。

（総務企画課）

青井秀夫名誉教授、
瑞宝中授章受章
岩橋邦彦名誉教授、
秩父宮章受章

　本年度より、なかや宗義（玉野市）や小倉産業（岡山市）、大江紙器
（岡山市）、ばんだ農園（玉野市）ら地元企業および農家と本学が連携
し、番田芋プロジェクトを進めています。23年9月以降も引き続き、番
田芋のブランディングを目標に、市場調査、新商品開発、プロモーショ
ン活動などを展開しました。
　特筆すべきは、学生がコンセプト開発した「番田芋フロランタン」で
す。本商品は番田芋の知名度向上と需要の創造、そして玉野市を代表
するお土産品を目指して開発されました。連携企業と商品化に向けて
改良を重ね、出品した「地域を届ける。第3回せとうちおみやげグラン
プリ」ではグランプリを受賞しました。24年6月1日から、JR岡山駅か
ら下関駅までのおみやげ街道12店舗で販売される予定です。
　その他、玉野市東児商店会から依頼を受けて、「ふれあいフェスティ
バル in 東児 2023」（11月4日開催）に出店しました。新商品のテス
トマーケティングと番田芋に関するアンケート調査を行い、地域住民
から有益なデータを得ることができました。10月から11月にかけて
は、ばんだ農園で芋掘りと選別作業を体験し、生産現場の課題にも触
れました。
　現在、学生たちは調査結果の分析を踏まえて、番田芋のブランド化
に向けた課題を整理しています。また、芋焼酎のラベル刷新にもアイ
デアを出し、今後、発売に向けて容器の選定等を行う予定です。

 （経営学部 助教 西 春奈）

2023.4.1～

第58回商大祭

石の島“北木島（笠岡市）”で観光商品モニターツアー参加
　昨年度から農泊事業で協働する北木島活性化プロジェクト協議会
が、観光庁の事業として実施する「観光商品開発モニターツア―」へ
参加協力依頼があり、学生4名を派遣しました。インバウンドに備えた
いと同会からの要望により、中国からの留学生4名で構成しました。
　9月3日(日)のツアーでは、同日に開催されていたイベント「北木島
ご島地フェスタ」の中で、丁場湖湖上ステージを会場としての「AI
ファッションショー」が開催され、本学留学生4名と北木島の一般市民
3名が出演しました。その後は、島内で過去に営業していた「光劇場」、

北木島において古くから
花崗岩を産出し、現在も
高品質な石を求め採掘が
続き高さ60ｍにもなる
絶壁を見学できる「石切
展望台」、中国の桂林のよ
うな絶景を楽しめる「北木
島の桂林」とされる今岡

丁場跡、訪れた時間帯の水位や日光の光の加減でその姿を変える「北
木島のベニス」とされる千ノ浜の護岸景観等を回り、船で北木島沖の
牡蠣筏へ向かい、北木島勇和水産（北木島活性化プロジェクト協議
会）・藤井和平氏から喜多輝牡蠣ブランドの説明を受け、牡蠣の引き上
げ収穫を見学し、殻付き生牡蠣の試食を行いました(県内において殻
付き生食は北木島のみ可）。10月7日(土)のツアーでは、夜に白石島
で開催された「アイエスツール花火大会in白石島」を見学するため、船
で白石島沖へ移動し船上から花火を見学しました。
　参加した留学生からは、「海のない場所で育ったため、綺麗な景色が
見られて良かった。北木島のベニスの海のグラデーションが美しい。魚
釣りも体験したい」や「展望台は高くて怖かったが、貴重な景色をみ
た。AIファッションショーのモデルは、モデルの解析デバイスがすご
かった。モデルとして歩けて緊張したが楽しかった。」、「船上から花火
を見たのは初めてで感動した」などの感想が聞かれました。
　12月20日(水)に学内にてクロージング会を行い今年度の事業を
終了しました。　　　　　　　　　　　　　  （産学官連携センター）

　2023年10月14日（土）、15日（日）の2日間、第58回商大祭が開
催されました。
　今年度のテーマは『前途洋々』
　自分の新たな可能性を見つける感動や未来を想像すること、新しい
ことに挑戦していくという晴れ晴れとした気持ちが込められています。
　新たな試みとして、今後30年以内に高い確率で発生すると言われ
ている南海トラフ地震への防災意識向上を目的とした、防災関連展示
を「自衛隊」、「岡山市消防局」の協力のもと開催しました。地震体験車
による地震体験や非常食の試食、自助を
中心とした非常時への備えを体験型学習
で多くの地域の皆様に体験いただき大変
好評でした。
　2日目の15日（日）には、今をトキメク
俳優『萩原利久』トークショーが開催され、
前売りのチケットが完売であったことか
ら、当日もたくさんの方に来場いただき会
場は熱気で溢れ、学生主体の趣向を凝ら

した模擬店やステージイベントは賑わいを見せていました。
　２日間という限られた時間ではありましたが、普段の講義では味わ
うことのできない貴重な経験をさせていただいたことに大変感謝して
おります。
　最後になりましたが、第58回商大祭開催に伴いご協力いただいた
学生、教職員の皆さま、そしてご来場いただいた皆さま、本当にありが
とうございました。

（大学祭実行本部）

2023.9.3,10.7,12.20

五果苑「奇跡の越冬ぶどう」を
活用した商品開発

　果物農園五果苑（岡山市北区芳賀）を経営する本学卒業生市川
俊美氏から、開発した特殊な冷蔵熟成技術により翌年の春先まで
生のままで出荷できるという「奇跡の越冬ぶどう（商標登録）」を用
いた協働案件が持ち込まれ、そのぶどうを使った食品を売るとい
うプロジェクトが始まりました。主体は経営学部商学科三好ゼミ4
年生有志6名で、学生たちはこのぶどうをどう使えばよいのかとい
ろいろと試行錯誤、改良を重ねて、出来あがった食品が、串に刺し
たぶどうに豚バラ肉を巻き付け焼いた「肉巻きぶどう」と、砂糖を
コーティングした「ぶどう飴」です。肉巻きぶどうは、一見ミスマッチ
なような感じもしますが、肉とフルーツは相性がよく、肉の味にぶ
どうの甘みが加わり絶妙なバランスでおいしく仕上がっていまし
た。学生たちはこれら2つの商品を、2023年12月24，25日に連
携している真庭市北房地区のクリスマスイルミネーションイベン
ト、2024年1月27日京山公民館ESDフェスティバル（岡山市）、

2月4日北房ぶり市（真庭市）で
販売しました。今後はレシピを
下級生に受け継がせ、これら商
品の販売を継続していくと同
時に、五果苑との協働をさらに
発展できたらと考えています。  
（経営学部 教授 三好 宏）

2023.12.24-25,2024.1.27,2024.2.4

2023.10.26

吹奏楽部 模擬店・出し物 BINGO大会
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　2024年3月卒学生（以下、24卒学生）の就職戦線は、コロ
ナ禍収束による経済活動の回復によって、企業の人材獲得競争
が増した売り手市場となりました。
　多くの企業では優秀な人材を早期に確保しようと、インター
ンシップ等を実施し、参加学生を対象とした早期選考を行いま
した。そのため本学としては、3年生の夏季から実施されるイ
ンターンシップ等への参加を積極的に勧めました。このよう

に就職活動解禁日（3月1日）を待
たずして、3年生の夏季から就職
活動が緩やかにスタートされまし
た。
　24卒学生はコロナ禍とともに
大学生活を始めた学年です。この
ことが就職活動に何らかの影響を
与えるのではないかと不安でし
が、人材獲得競争の高まりで、本
学の6月末の就職内定率は56.4%
となりました。その後も内定率は
順調に推移していき、4年生の前
期が終わる9月末には82.8％とな
り、厚労省・文科省調査によって
発表された内定率（10月1日現在

　2025年3月卒学生については、学生との面談などからイン
ターンシップ等に多くの学生が参加したと思われます。また、
キャリアセンター主催の就職支援行事では、ＷＥＢから対面開
催に切り替えたことで参加者の減少はあったものの、コロナ禍
前を上回る参加者でありました。このことから、早期化に対応
しながら、就職活動解禁日（3月1日）を迎えることができた
と考えています。
　現在就職活動中の学生に対するアドバイスは、長期化してい
る就職活動をマラソン競技だと思って取り組んでほしいという

キャリアセンター便り
2024年 3 月卒学生の就職活動を振り返って
～コロナ禍収束後の就職活動～

74.8％）を大きく上回
ることができました。
　24卒学生の動きの特
徴としては、活動開始
の早い学生と遅い学生
の二極化が更に進んだ
ことです。これは就職
活動の早期化により就
職活動解禁日に起こる
大きな活動の高まりが
無くなったことで、意識の低い学生が高い学生に触発されて動
く機会が少なくなったことが一因であると考えています。キャ
リアセンターとしては、学生と企業との間を繋ぐため、一対
一の説明会を設定して徹底した個別支援に取り組みました。
このような地道な取り組みによって、12月末の就職内定率は
94.0％となりました。
　本学の2月末現在の就職内定率は97.8％であり、昨年を若干
上回ることができました。昨年に引き続き高い内定率を維持で
きたのは、売り手市場の追い風に乗れたということもあります
が、学生とキャリアセンターとが信頼関係を構築できたことに
より、互いに協力しながら就職活動に取り組んだ結果だと考え
ています。

ことです。夏季のインターンシップ等への参加から、既に半年
以上が経過しています。学生によっては、「早くから活動して
いるのに成果が実感できない」、「まだ内々定を得られない」
など、不安や焦りがあるかと思います。しかし、就職活動はこ
れからが本番です。粘り強く取り組むために、疲れた時には少
し休み、リラックスできる時間も設けながら、自分のペースで
就職活動に取り組んでほしいと思います。また、既に内々定を
得た学生は、安心してペースダウンしないように、自ら納得い
くまで就職活動を継続してほしいと思います。

孔子学院便り（2023年度活動報告）
　岡山商科大学孔子学院は、2007年6月に「中国孔子学院本
部」から設置が認可され、同年11月に中国側協定大学である
大連外国語大学と業務提携調印式並びに開設式を執り行い、今
年は設立16周年を迎えました。2020年6月に、孔子学院の
所属は「中国孔子学院本部」から「中国国際中文教育基金会」
という中国の関係大学、企業、民間団体が共同で設立した組織
に移行しました。そして、2022年12月に「中国国際中文教
育基金会、中国大連外国語大学と日本岡山商科大学が孔子学院
を共同で設置することに関する協定書」が署名され、「岡山
商科大学と大連外国語大学
『岡山商科大学孔子学院』
に関する業務提携協定書」
が更新されました。
　本学院は2023年度も中
国語教育や様々な文化交流
活動を行いました。特に新
型コロナウイルス感染症の
影響で中止となっていた伝

統芸術鑑賞会は4年ぶりに開催され、大連外国語大学芸術団を
お迎えし、第58回大学祭のメインステージと孔子学院で中国
民族楽器の演奏会を行いました。さらに、大連外国語大学美術
学部から講師をお招きし、中国水墨画についての中国絵画講座
を開催しました。その他、中国語講座、ラジオ中国語講座、中
国語作文コンテスト、中国語スピーチコンテスト、中国文化サ
ロン、中国伝統文化講座など年間を通して数多くの事業を展開
しました。
� （孔子学院長�黎�暁妮）

伝統芸術鑑賞会（2023.10.15）　 中国伝統文化講座（2023.12.23） 中国絵画講座（2024.1.6）

2025年 3 月卒学生の動き

学内合同業界（企業）
説明会の様子

社会人準備セミナーの様子



税理士と宅地建物取引士の合格について
　今年度も資格試験に挑戦し、国家資格の合格者が出ています。
　税理士試験では、経営学部経営学科３年生の牧浦菜桜さんが財務諸表論に合格しました。同学
生は「来年度、さらなる科目合格を目指しています」と次年度に向けての意欲が感じられまし
た。
　宅地建物取引士試験には、経営学部経営学科3年生の松尾悠夏さん、経営学部商学科3年生の
坂下巧陽さんが合格しました。
　本学では難易度の高い資格取得に向け、資格専門学校とのダブルスクールを推奨しています。
大学の授業との両立は容易ではないと思われますが、しっかり対策を取った学生は合格に結びつ
いています。
　商大塾では資格取得に向けた学生の支援を行っていますので、いつでもご相談ください。� （社会総合研究所・商大塾）

合格報奨金の授与の様子
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2023年度の部活動の主な戦績
　2023年度は多くの部活動が、中国大会・全国大会で優秀な戦績を収めました。ここではその一部を紹介します。
　剣道部は第43回中四国学生剣道新人大会で、1・2年生が中心のチームで戦い抜き見事創部初の準優勝を収めました。来年度以降も稽
古に励みさらなる活躍を期待しています。
　卓球部は第74回中国学生卓球選⼿権秋季大会で男子団体戦優勝、女子団体戦準優勝、個人種目においても上位進出し、第89回全日
本大学総合選⼿権（個人の部）に12名の出場を果たしました。来年度以降も全国大会での活躍を願っています。
　柔道部は全日本学生柔道大会に出場し全国ベスト16に進出しました。ベスト16進出校のうち関東圏の大学以外では本学を含め2校だ
けであり、地方大学の底力を見せた大会となりました。来年度は是非、ベスト8入賞を目指してほしいです。
　陸上競技部は日本学生陸上競技個人選⼿権大会の女子砲丸投種目に出場しました。全国のトップ選⼿が集まる大会で5位入賞を果た
しました。今後もしっかりトレーニングを積んで、全国での優勝を期待しています。
　その他に特別国民体育大会に陸上競技部3名、ボウリング部2名が出身各県の代表として出場しました。国民体育大会に出場すること
はとても名誉あることなので、大会での経験を今後の競技人生に生かしてほしいと思います。
　2023年度は陸上競技部、ゴルフ部、弓道部、剣道部、卓球部、男子バスケットボール部、柔道部、ボウリング部が厳しい予選を通過
し全国大会に出場を果たしました。大会に出場し優秀な成績を残すことができるのは多くの方の支援あってのことです。支えてくださる
方々に感謝し、2024年度も活躍できるように学生、指導者ともに頑張ります。

サークル名 学生氏名 学
年 大会名 種目 順位 出身校

ウエイトト
レーニング部

松岡　大雅 2年
第42回関西学生秋季パワーリフ
ティング選⼿権大会

男子59㎏級 優勝 府中高校（広島）

城下　風⽃ 1年 男子53㎏級 準優勝 クラーク記念国
際高校（岡山）

弓道部

南　　昴聖 4年

第69回中四国学生弓道選⼿権大会

男子個人戦 3位 岡山南高校（岡山）

小見山愛実 3年 女子個人戦 優勝 明誠学院高校（岡山）

南　　昴聖 4年 男子団体戦 最高的中者賞 岡山南高校（岡山）

南　　昴聖 4年 第69回東西学生弓道選抜対抗試合

男子団体戦
西軍：西日
本の代表選
⼿として選
出

優勝 岡山南高校（岡山）

最優秀選⼿ 岡山南高校（岡山）

剣道部

第70回中四国学生剣道大会兼
第50回中四国女子剣道優勝大会 男子団体戦 3位

第43回中四国学生剣道新人大会 男子団体戦 準優勝

第71回全日本学生剣道選⼿権大会 男子個人戦 2名出場

硬式野球部 令和5年度中国六大学野球1部
リーグ秋季リーグ戦

男子団体戦 5位

赤松　泰知 3年 個人賞

首位打者
ベストナ
イン（外
野⼿）

ゴルフ部

熊谷　夢乃 4年 第40回中四国学生ゴルフ会長杯争奪戦 女子個人戦 優勝 高松中央高校（香川）

熊谷　夢乃 4年 第40回中四国学生ゴルフ王座決定戦 女子個人戦 優勝 高松中央高校（香川）

福島　せる 4年 第59回日本女子学生ゴルフ選⼿権大会 女子個人戦 出場

常陸宮妃第2回全日本女子大学ゴルフ選⼿権 女子団体戦 出場

射撃部

佐藤　宝仁
佐津間昌洸
布野俊一朗

4年
3年
1年 関西学生スポーツ射撃選⼿権秋季

大会

BP団体戦 優勝
立正大淞南高校（島根）
立正大淞南高校（島根）
立正大淞南高校（島根）

内田　惟⽃
戸田　陽翔
布野俊一朗

4年
1年
1年

AR団体戦 3位
倉敷翠松高校（岡山）
小松島高校（徳島）
立正大淞南高校（島根）

柔道部
2023年度全日本学生柔道優勝大会

男子団体戦 ベスト16

女子団体戦 出場

2023年度全日本学生柔道体重
別選⼿権大会 個人戦 男女17

名出場

サークル名 学生氏名 学
年 大会名 種目 順位 出身校

卓球部

第89回全日本大学総合卓球選⼿
権大会（個人の部）

男子ダブルス 3ペア出場

男子個人戦 5名出場

女子ダブルス 1ペア出場

女子個人戦 3名出場

第92回全日本大学総合卓球選⼿権大会 団体戦 男女出場

第19回全日本学生選抜卓球選⼿
権大会 個人戦 男女7

名出場

前川　　楓
柏　　日愛

1年
1年

第45回中国学生卓球連盟会長杯
争奪卓球大会 女子ダブルス 優勝

玉野光南高校（岡山）
岡山商大附属高
校（岡山）

三宅　陽太
黒江　一平

1年
1年

第55回中国新人学生卓球選⼿権
大会 男子ダブルス 優勝

玉野光南高校（岡山）
岡山商大附属高
校（岡山）

男子バスケッ
トボール部

第1回全日本大学バスケットボー
ル新人戦中国地区予選会 男子団体戦 準優勝

第1回全日本大学バスケットボール新人戦 男子団体戦 出場

ボウリング部

村上　愛実 3年
特別国民体育大会ボウリング競技

団体戦
4人チーム 7位入賞 岡山理科大学附

属高校（岡山）

南　　玲良 2年 団体戦
4人チーム 出場 福岡第一高校（福岡）

山崎　　優 4年 第61回全日本大学ボウリング選⼿権大会 女子個人戦 3位 富山西高校（富山）

陸上競技部

奥山　琴未 1年 2023年度日本学生陸上競技個
人選⼿権大会 女子砲丸投 5位入賞 岡山商大附属高

校（岡山）

奥山　琴未 1年 日本グランプリシリーズ　グレード3
2023年水戸招待陸上 女子砲丸投 6位入賞 岡山商大附属高

校（岡山）

藤木　海⽃ 3年
第46回中国四国学生陸上競技選
⼿権大会

10000ｍＷ 優勝 高松農業高校（岡山）

奥山　琴未 1年 やり投げ 優勝 岡山商大附属高
校（岡山）

松浦　大雅 3年

特別国民体育大会陸上競技

成年男子
100ｍ 出場 開星高校（島根）

村上　玉藻 1年 成年女子
4×100ｍＲ 出場 明誠高校（島根）

奥山　琴未 1年 成年女子
砲丸投 6位入賞 岡山商大附属高

校（岡山）

（学生課）
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新校舎をVRで体験できます キャンパスメンバーズ制度について

●ご意見・ご感想等は、総務企画課学報担当まで　E－Mail／kouhou@po.osu.ac.jp

　岡山商科大学躍進募金へご協力いただき、心よりお礼申し上げます。
　寄付をいただいた皆様へ深く感謝の意を込めまして、ご芳名を掲載させていただきます。

　2024年度末の竣工を目指して、新校
舎の工事が進められています。建物は１
階から２階まで吹き抜けとなったラウンジ
を中央に備え、３階には青空がみえる中
庭が広がるなど、学びだけでなく、くつろ
ぎのための空間も多数設けられます。そ
の新校舎をいち早く体験していただくた
め、VR（ヴァーチャルリアリティ、仮想現実）空間に建物の一部を構築しました。
（左下のQRコードから体験できます）
　スマートフォンやタブレットでは、タップで移動、スワイプで視点を動かせま
す。右上の「外観」「エントランス」「ホール」等を押すと、簡単に地点移動ができ
ます。
　VRでは外観、１階エントランス、１階ホール、２階、３階（中庭）を体験できます。
　ホールでは、ラウンジとホールのシーン切り替えのボタンがあります。また、３
階へ移動（新しいタブが開きます）するボタンもあります。
　VR空間は、VRゴーグルでもお楽しみいただけます。以下のアドレスをVR
ゴーグルのブラウザへ入力してください。右下の「VR」ボタンで開始します。
　「https://atakikaku.shapespark.com/okayamasyoukadai/」

※注意事項：①VRはご使用機器の性能やOS、ブラウザのバージョンにより
動作しないことがあります。②VR空間の新校舎や什器類は予想図であ
り、実際の校舎と異なることがあります。また周囲の画像はダミーです。
③VRゴーグルの動作確認は「Meta Quest2」でのみ行っています。

（総務企画課）

　皆さん、県内の博物館等が無料で入館できるキャンパスメン
バーズ制度をご存じでしょうか。
　この制度は、岡山を代表する大名庭園のひとつ『岡山後楽
園』、日本最初の西洋美術中心の私立美術館『大原美術館』、江
戸時代の蔵を改修した博物館『倉敷考古館』など、若者に岡山
県の観光地や歴史的文化的価値を認識してもらい造詣を深め
てもらうほか、これら施設の魅力を県内外へ情報発信してもら
えるよう、利用しやすい環境を整えて利用機会を拡大させるた
めに設けている制度です。
　日本における文化財のひとつ『特別名勝』に指定されている
後楽園では一度足を踏み入れるとたちまち元禄時代へタイム
トリップ。名のある画家が描いた絵画のような幻想的庭園の光
景が目の前に広がることでしょう。また、大原美術館では日本に
あることが奇跡といわれるエル・グレコ作の『受胎告知』や、誰も
が教科書で一度は目にしたことのあるクロード・モネの『睡蓮』
など西洋絵画が所狭しと並んでいます。そして吉備地方の遺跡
で出土した石器など約700点を展示している倉敷考古館など
岡山県の観光地が学生証の提示によりなんと無料で鑑賞が可
能になります。
　歴史に興味のある学生の皆さん、今まであまり関心が無かっ
た学生の皆さん、是非このキャンパスメンバーズ制度をご活用
いただき、岡山県の誇る歴史的文化的価値を目で見て、肌で感
じて岡山県の“文化博士”になってみませんか。

（学生課）

寄付者芳名の掲載について
・2023年3月1日～2024年2月29日にご寄付をいただいた方々を掲載させていただいております。（五十音順）
・誠に恐縮ではございますが、お名前の誤り等、他お気づきの点がございましたら、岡山商科大学躍進募金事業委員会事務局までお知らせください。

寄付者の顕彰について

　西日本放送株式会社岡山本社中国総支社 様
　株式会社瀬戸内海放送 様
　株式会社エネコム 様
　匿名　１社

計11,790,000円

◇個　人（一般）
300,000円
　木村　卓爾 様
　森田　祥男 様
100,000円
　青木　正雄 様
　有利　隆一 様
　大川　佳郎 様
　片山　峰伸 様
　金谷　芳寛 様
　北殿　勝美 様
　喜田栄次郎 様
　久保　善正 様
　富永　悦夫 様

　西山　俊明 様
50,000円
　石島　　弘 様
　川﨑　雅生 様
50,000円未満
　有富　　絹 様
　加藤　義久 様
　金出　良雄 様
　田頭　敬康 様
　田頭　一志 様
　田中　孝治 様
　谷﨑　賢二 様
　平池　泰彦 様
　松田　寿男 様
　三好　範明 様
　村上　文雄 様
　籾　　智修 様
　山本　幸生 様
　山元　　靖 様
　横川健二郎 様

　横山　叶留 様
　王　　恩沢 様
　匿名　３名

計1,970,000円

　学園関係者（教職員）
計310,000円

募金についてのお問い合わせ先

学校法人吉備学園
岡山商科大学躍進募金事業委
員会事務局
〒700-0087
岡山市北区津島京町

2丁目10-1
TEL.086-252-0642
FAX.086-255-6947
E-Mail:
　kouhou@po.osu.ac.jp

◇法　人
10,000,000円
　蜂谷工業株式会社 様
500,000円
　株式会社コンケン 様
100,000円
　株式会社荒木組 様
　おかやま信用金庫 様
　小野藤株式会社 様
　国際セーフティー株式会社 様
　山陽事務機株式会社 様
　株式会社中電工岡山統括支社 様
　ときわグループ 様
　友野印刷株式会社 様
　株式会社富士広告社 様
　丸善雄松堂株式会社岡山支店 様
100,000円未満
　株式会社栄光スポーツ 様
　岡山放送株式会社 様
　テレビせとうち株式会社 様

１
２
３
４

１万円以上
１０万円以上
１００万円以上
５００万円以上

本誌に氏名公表
銘板を設けてご芳名を記載し、末永く顕彰させていただきます。
銘板での顕彰等のほか、感謝状贈呈
銘板での顕彰等のほか、特別感謝状贈呈


